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１. 団体紹介  
２. 活動概要  
ACE(Action group for Cross-cultural Exchange)は、「交流・架け橋・ボランティア」 
を三大理念に掲げて、日本に来ている留学生を支援することをメインの活動とするサー

クルである。1988 年６月に結成されてから、今年で 35 年目を迎えている。昨年度まで

は、 Zoom を用いての来日できていない留学生を支援していたが、留学生の来日が再

開された現在は彼らの入寮支援や新しい生活になじめるような情報の提供等、来日した

留学生への支援を再開した。さらに、名古屋大学の他団体（ヘルプデスクや NUFSA な

ど）とも協力して、留学生の受け入れのためのイベントを企画している。普段の活動と

しては、毎週月曜日の夜に Zoom または対面でのミーティングを行なっている。その中

では、活動の予定を立てたり、情報の共有をしたりして、今後の運営方針の決定を行っ

ている。 
 
３. 組織編成  
学部生から大学院生まで、メンバーは約 120 名で多くが名古屋大学生であるが、南山大

学、椙山女学園大学、金城学院大学、名城大学、愛知県立大学など近隣の大学からもメ

ンバーが集まっている。コロナのパンデミック発生以来メンバーの減少は続いており現

二年生の「35 期」はとりわけ少ない状況である。2022 年の６月から現３年生の「34 期」

が中心となり活動している。役職は以下の通りである。 
 
2022 年度役職 
代表 １名 
副代表 ３名 
会計 ２名 
ミーティング ６名 
SMS ２名 
NUFSA １名 
ホームページ ３名 
食事 ３名 



ワンドラ １名 
メール ２名 
 
４. 2022 年度活動報告 
4.1 今年度の活動目標 
4.2 今年度の新たな取り組み 
昨年の９月から名古屋大学の留学生の受入れが再開されたことに伴い入寮支援や日本

ではどこで何を買うことができるのかを知ることができるような買い物ツアーを再開

した。また、ミーティングにおいては司会を中心に一方的に話す時間が多かったため、

学年問わずフランクに議論を交わせるように少人数に分けた班ごとに議題を話し合う

「がちトーク」という新しい試みを今年度から始めた。 
 
4.3 年間イベント一覧  
４月 ACELINK お花見企画 新歓活動  
５月 ５月企画  
６月 代替わり  
７月 Star Festival 
８月 MARINE FESTIVAL 
９月 入寮支援 
10 月 秋新歓 ハロウィンパーティー  
11 月 紅葉企画  
12 月 ウィンターパーティ 
１月 正月企画  
２月 バレンタイン企画 
３月 ３月企画 
 
4.4 各イベント概要 
４月  
お花見企画 
日時：４月１日 
場所：鶴舞公園 
内容：グループ毎に分かれて鶴舞公園の中を散策しながら、テーマに沿った桜の写真

を撮っていった。 
 
５月 
Welcome Party 



日時：５月 22 日 
場所：見付小学校 
内容：留学生の団体である NUFSA と共同して企画した。留学生とともに日本・世界の

遊びを運動会形式で行った。 
 
逃走中企画  
日時：５月 28 日  
場所：鶴舞公園 
内容：テレビ番組の逃走中を模擬的に体現したゲームを鶴舞公園で実施した。ハンター

は運営代の男子が担当して、その他の参加者は逃走者として参加した。ミッションなど

も用意され活躍した参加者には景品を用意した。 
 

６月 
６月企画 
日時：６月 11 日、12 日 
場所：柏屋（南知多） 
内容：：32 期運営代と、33 期運営代との交代を行った。また、代対抗形式等のゲーム

や ACE メンバーに関するクイズなどを行った。 
 
７月  
Star Festival 
日時：７月９日 
場所：リリーバンケット栄伏見店 
内容：縁日形式の遊びや、うちわや風鈴作りなどを通じて留学生との交流を深めた。射

的などの得点形式の遊びはとりわけ盛り上がっていた。 
 
８月  
MARINE FESTIVAL 
日時：８月 18 日 
場所：新舞子マリンパーク（雨天のため名古屋港水族館に変更） 
ビーチで海らしいビーチフラッグなどをチーム毎に分かれて行い、合計の得点を競う運

動会形式のイベントを行う予定だった。当日は雨で開催が中止され名古屋港水族館に行

く遠足形式のイベントとなった。 
 
９月 
入寮支援 



日時：９月 20、21、22 日 
新型コロナウイルスの影響で前年まで入寮支援を中止していたが、今年度より再開す

ることが出来た。ACE の担当は東山レジデンスと大幸レジデンスで３日間に渡り実施

した。留学生の支援を一つの軸とする ACE にとって入寮支援は根幹ともいえる活動

であり次回以降も継続していきたい。 
 
10 月 
秋新歓 
日時：10 月 12 日、19 日 
場所：Zoom もしくは名大 
普段のミーティングに ACE の紹介の時間を設け、新しくきてくれた子がなじめるよう

なアイスブレイクも行った。 
 
ハロウィンパーティー  
日時：10 月 29 日 
場所：アルベホール名古屋 
仮装して留学生たちといくつかのグループをつくりグループ対抗のゲームを行った。 
 
11 月 
紅葉企画  
日時：11 月 26 日 
場所：東山動植物園 
このイベントは例年１年生がはじめて主体となって開催するイベントである。今年も１

年生の 35 期が主体となって開催した。東山動植物園でグループごとに楽しんだ。 
 
12 月 
ウィンターパーティ 
日時：12 月 10 日 
場所：リリーバンケット栄伏見店 
ボードゲームなどを主体にしたパーティー形式のイベントである。クリスマスプレゼン

トの交換なども行いクリスマス感あふれるイベントになった。 
 
１月 
正月企画  
日時：１月 15 日 
場所：LDK 覚王山 



餅つきやたこあげなど新年にふさわしい遊びや行事を ACE メンバーで行った。多くの

留学生も参加した。 
 
２月 
バレンタイン企画 
日時：２月６日 
場所：名古屋市中生涯学習センター 
フロランタンとドーナツ型のチョコレートをグループ毎に分かれて作成した。  
 
３月 
３月企画 
日時：３月 18 日 
場所：貸し会議室イールーム名古屋駅前 A 
31 期の先輩方の送り出し。チーム毎に分かれてゲームも行った。この日のために東京

などから駆けつけてくださった 31 期の方々も多くいた。 
 
５. 来年度に向けて 
本年度 ACE は全企画を対面で実施するという快挙を達成することが出来た。本年がコ

ロナを言い訳にできない１年となったのも事実であり長らく中止となっていたイベン

トを復活させるうえで様々な苦労や試行錯誤があった。人数制限等様々な制約がある中

でこれを実現することが出来たのは企画担当者の綿密な実施計画や当日の感染対策の

徹底、そして何より顧問である高木先生のご支援の賜物である。この場を借りて御礼申

し上げる。 
さて、来年度からはコロナ前の日常が今以上に戻ってくることが予想される。本年度が

過渡期的な１年であったとするならば来年はアフターコロナの ACE の舵を決める重要

な１年であるといえる。できることも当然増えるが時間や人員は有限である。ぜひとも

構成員そして留学生にとって何が重要であるかを十分考慮しそれに合わせた活動を取

捨選択して実施してもらえればと思う。 
 


